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おばあちゃんと一緒なら大丈夫。

豊科保健センターで、
孫のサユリちゃんの予
防接種の日。仕事で来
られないお母さんのピン
チヒッターはおばあちゃん。

接種が終わり、
タクシーで帰宅。
「お疲れさまで
した」。

午後は少しだけ眠る。そ
の前には必ず活字に目
を通す。西村京太郎や
内田康夫が好み。

きれい好きの
豊子さん。キッ
チンはいつも整
然としている。

二女ミユキさんの住む田沢
団地へ　　。この日は部
屋の掃除当番。

再
び
日
本
へ

信
州
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ

も
建
て
ら
れ
た
。
豊
子
さ
ん
は
、
そ
ん
な
日

系
人
社
会
の
中
で
教
育
を
受
け
た
。

�
失
意
の
中
に
い
た
盛
達
さ
ん
は
、
同
僚
の

紹
介
で
豊
子
さ
ん
に
出
会
っ
た
。

�
日
本
的
な
魅
力
を
引
き
継
ぐ
豊
子
さ
ん
は
、

盛
達
さ
ん
の
生
き
る
希
望
と
な
っ
た
。
休
み

の
日
は
、
鉄
道
で
１
時
間
半
か
け
て
豊
子
さ

ん
に
会
い
に
行
っ
た
。
１
年
間
の
交
際
を
経

て
、
２
人
は
結
婚
し
た
。

�
結
婚
し
て
か
ら
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
カ
ハ
ン

地
区
に
引
っ
越
し
、
３
人
の
子
ど
も
を
授
か

っ
た
。
当
時
の
ブ
ラ
ジ
ル
は
所
得
格
差
が
激

し
く
、
２
割
ほ
ど
の
富
裕
層
と
多
く
の
貧
困

層
が
社
会
を
構
成
し
て
い
た
。
盛
達
さ
ん
は

働
き
詰
め
の
毎
日
を
送
っ
た
が
、
給
料
は
ほ

と
ん
ど
上
が
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
。

�
食
費
も
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

近
所
同
士
の
カ
ン
パ
や
励
ま
し
に
支
え
ら
れ

た
。
何
と
か
子
ど
も
た
ち
を
高
校
ま
で
行
か

せ
よ
う
と
、
家
族
は
団
結
し
た
。

�
１
９
８
９
年
７
月
、
５７
歳
に
な
っ
た
盛
達

さ
ん
は
、
再
び
日
本
の
地
に
い
た
。
神
奈
川

県
の
大
手
自
動
車
会
社
で
働
い
て
い
た
。

�
こ
の
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
の
イ
ン
フ
レ
率

は
、
過
去
最
高
の
２
、
８
０
０
％
に
達
し
た
。

１
０
０
円
で
買
え
た
パ
ン
が
、
２
８
０
０
円

に
な
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
。
ま
だ
学
生
だ

っ
た
３
人
の
娘
た
ち
を
支
え
る
た
め
に
も
、

日
本
国
籍
を
持
つ
盛
達
さ
ん
は
、
「
出
稼
ぎ
」

に
出
る
決
意
を
し
た
。

�
娘
た
ち
は
日
本
か
ら
の
送
金
を
頼
り
に
高

校
を
卒
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
。

�
そ
し
て
日
本
に
出
て
７
年
後
、
娘
た
ち
も

日
本
で
働
き
た
い
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

�
現
在
、
盛
達
さ
ん
は
、
豊
科
の
ア
パ
ー
ト

に
妻
、
長
女
と
と
も
に
暮
ら
し
、
田
沢
団
地

に
は
二
女
夫
婦
も
暮
ら
し
て
い
る
。
仕
事
は

引
退
し
、
昼
間
は
孫
の
面
倒
を
見
た
り
、
家

事
を
手
伝
っ
た
り
、
花
を
育
て
た
り
し
て
過

ご
し
て
い
る
。

�
娘
た
ち
は
今
の
と
こ
ろ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
に

帰
り
た
い
と
は
言
わ
な
い
。

�
各
地
を
巡
り
な
が
ら
運
命
を
切
り
開
い
て

き
た
盛
達
さ
ん
は
、「
お
れ
に
そ
れ
を
言
う
権

利
は
な
い
。
た
だ
、
が
ん
ば
れ
と
言
う
だ
け
」
。

�
遠
い
日
の
自
分
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。

１
９
６
４
年
当
時
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
郊
外
の
ビ
ワ
畑
。

左
は
明
科
総
合
支
所
勤
務
の
平
川
千
夏
の
父
。

　
　
　
　
　 

　 

ブ
ラ
ジ
ル
の
大
地
に
夢
を
紡
い
だ
。

かさ   と   まる

Episode2
エピソード
時　代

　安曇野市からもブラジルへ移住した人が各地域に
いることが、取材で確認できました。また、安曇野
市の在外選挙人名簿によると、ブラジル居住者は12
人います。この制度は任意であり、大使館に出向く
などの手続きが必要なことから、実際には、さらに
多くの居住者がいると推測されます。
　ブラジル移住の歴史を振り返ると、移民時期は３
つの期間に大別できます。
　第１期は1908年の「笠戸丸」移民が始まりです。
笠戸丸には165家族、781人が乗船しました。長野県
出身者では「矢崎節夫」がいたといわれています。移住者
の大半は、日本に帰ることを前提としたコーヒー農場の出
稼ぎ労働者でした。しかし、収穫が思うようにいかず、遠
い日本に帰れなくなった人がほとんどでした。
　第2期は移民最盛期で、1923年ごろの経済不況から始まり、
第2次大戦で終わります。そして、この時期から永住を決意
する移民が増え始めます。これは1923年に始まった信濃海
外協会のアリアンサ移住地建設が大きな役割を果たしたと
いわれています。この団体の総裁は長野県本間知事でした。
そして「コーヒーよりも人をつくれ」という人に重点を置
いた方針が、日本移民を永住志向に変えるきっかけを作り
ました。
　第3期は戦後で、政府の渡航費全額補助が制度化されまし
た。グアタパラ移住地建設では長野県を含む7県が参加。送
出業務は県農政部が担当していました。
　戦前、戦後と合わせると長野県からは5,869人がブラジル
に移民しています。

幾多の歴史を乗り越え、日系人はブラジル社会に完全に
根を下ろしました。国内での日系人の評価は非常に高いそ
うで、現在も総人口の１％に満たない日系人が、最高学府・
サンパウロ大学の学生の約18％を満たすなど、「勤勉」な
傾向が現在も受け継がれています。
　そして再来年は、日系移民100周年を迎えます。


